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　コロナ禍での文化祭において、肢体に不自由を伴う児童生徒及び重度重複障害児童生徒に
喜んでもらえるようなPTAの活動を企画し、提供する。

　コロナ禍で人と人の接触を避け、感染対策をとって、児童生徒が季節と地域に合った夜空
の星を鑑賞できる。

３　会場について
　　児童生徒がリラックスして見ることができるように、床で仰向けで見ることができるようにマット
　や椅子を準備した。また、開催途中で暗いところが苦手な児童生徒がいることが分かり、ライトを
　徐々に暗くしたり明るくしたりするように変更した。医療的ケアの必要な児童生徒には、電源確保や
　看護師対応ができるように配慮した。また、感染対策として、椅子やマットの消毒を毎回丁寧に行
　い、換気を徹底した。
＜会場図・会場の様子＞

４　内容について
　　高等部の商業科の生徒にポスター作成の協力を依頼し、素敵なポスターを作ってもらった。また、
　年齢に応じた入場チケットを2種類作成し、全児童生徒に配布し入場時に受付でスタンプをもらうよう
　にした。入場の際にスタンプをもらってチケットで入場できることが一つの楽しみとなる様子や、モ
　チベーションが上がる姿が多く見られた。
　　プロジェクターから天井に映し出された映像を、約20分間視聴する。学校の校舎の様子が映像のは
　じめに映し出され、本校のオリジナル感が醸し出されるシーンから始まる。優しい語り掛けのナ
　レーションに沿って、11月に名古屋市で見ることができる星、12の星座の解説がある。その後、私た
　ちが住んでいる地球から、火星や土星など迫力のある映像となり、銀河系の星の紹介となる。生命の
　始まりとなる宇宙の神秘、宇宙の壮大さが感じられることができる感動の内容である。

５　児童生徒の感想や様子
　・映像がきれいで、迫力があってよかった。
　・火星が大きくなったり、小さくなったりしてすごかった。
　・自分の星座が見れてよかった。
　・天の川いっぱいの星がきれいだった。
　・土星の映像を目を大きくして見入る子どもの様子が見られた。
　・横になって楽な姿勢だったので、目を見開いて、よく見る様子が見られた。
　・集中してみる子、少し怖がりながら見る子、歓声をあげながら見る子、様々な姿が見られた。
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文化祭のPTAお楽しみ企画「プラネタリウム」～プラネタリウムがやってくる～

文化祭

11月7日（月）から11月12日（土）の文化祭週間

愛知県立港特別支援学校 多目的室

9:30～14:45

鑑賞者：全校児童生徒及び学校職員

１　概要
　　コロナ禍以前は、文化祭でPTA活動として「バザー」、「喫茶」、児童生徒向けに「お楽しみ企画」
　（ボッチャや魚釣りゲーム等）を行っていた。令和２年度から、新型コロナウイルス感染症予防のため、
　文化祭の開催自体が大きく変わり、PTA活動を行うことができなかった。令和４年度は、三密を避け、感染
　対策を行うことで、重度重複障害及び肢体に不自由を伴う児童生徒に喜んでもらえる企画を実施できるよう
　になった。そこでPTAでは、文化祭で子どもたちに楽しんでもらい、笑顔がたくさん生まれるような企画と
　して、プラネタリウムを考えた。

２　準備日程
　・４月　　　：PTA役員及び学年代表で委員会（事業・広報・進路・研修）に分かれて年間計画を立てる。
　・４月～５月：文化祭で例年行っていた内容を基にコロナ禍でも可能な企画を考える。一般財団法人星つむ
　　　　　　　　ぎの村「22年度、初回無償プラネタリウムについて」に応募し、企画が通り、プラネタリウ
　　　　　　　　ム開催の方向性が決定する。
　・５月～６月：学校の文化祭担当に文化祭で行うPTA活動でプラネタリウムを行うことを伝え、場所、活動
　　　　　　　　日程、参加クラスの調整等を依頼する。
　・７月～10月：一般財団法人星つむぎの村と上映内容について相談する。学校の写真等、本校のオリジナル
　　　　　　　　映像となるように資料を集め、星つむぎの村と交渉して映像内容を決める。
　・10月  18日：校内準備（ポスター貼り、入場チケット準備、プラネタリウム上映期間中の係、担当表、
　　　　　　　　視聴表の確認）
　・11月2・4日：会場・準備飾り付け、機材の搬入、映像上映の調整を行う。

＜飾りつけの様子＞
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障害の状況に応じ

て床にマットを敷い

て仰向けで視聴

車椅子の児童生徒は車椅子

で視聴

独歩の児童生徒は椅子

に座って視聴
児童

児童 児童

待ち時間に誕生日から、自分の星座を見

つけ出せるように掲示を工夫した。

宇宙の雰囲気を出すように、星や宇宙人、

UFOなど、児童生徒が楽しく見ることができ

る掲示を考えた。

視聴中は換気に気を付け、視聴前後は、

しっかり消毒、距離をとるなどの感染対策

を行った。

火星が徐々に大きくなり視聴者

に迫ってくるシーン
１２の星座解説から、自分の星

座を探し出すシーン
木星のシーンから、天の川へ変

わる幻想的なシーン
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